
CATV
伝送路特性の測定（H）

アジレント・テクノロジー社のスペアナによる

HP8590EMは、アジレント・テクノロジー社の商標です。
■使用できる機種 HP8591EM，HP8593EM，HP8594EM，HP8595EM，HP8596EM

95,000 円
（消費税は含まれておりません。）

W32－CATVH－R
W32－CATVH－C
W32－CATVH－N

GP－IBボード 動作環境品　　 番 価　　　格

ラトックシステム社

コンテック社

NI社

Win98SE/Me
Win2000/Xp
Excel2000

Excel2002/2003

測定中の画面

測定する項目を指定します。複数の指定も可能です。

測定を開始します。

「シングル」は、Excelに入力された全周波数の測定を１
サイクル行います。
「連続」は、指定された時間間隔で指定サイクル数にな
るまで測定を繰り返します。
時間間隔が空欄の場合、ゼロと判断されます。
サイクル数が空欄の場合は、「65000」と判断されます。

測定後、測定結果を自動的に作図します。
(測定モードがシングルの場合だけ)

測定中、測定結果が画面から外れないように
自動的にスクロールします。

測定結果の判定値を入力します。単位は、測定器の測定時の
単位です。空欄は、判定値無しと判断されます。

測定器から受信した測定器
の型式が表示されます。

測定器の設定条件を入力し
ます。
「現状」と表示されている場
合は、現在の設定条件をそ
のまま保持します。

測定器の「REF.OFFSET」
を設定します。チェックを外
すと、「REF.OFFSET」は
OFFとなります。

「MAX HOLD」は、MAX-HOLDモードで指定回数スイープします。
「AVERAGE」は、AVERAGEモードで指定回数スイープします。
「NORMAL」は通常モードで１回だけスイープします。

チェックをつけると、測定開
始時、上記の設定をいっさい
行わないで測定を開始します。
このチェックは、保持されません。

測定中に「PAUSE」を押すと、１サイクル測定後、一時停止と
なり、もう一度「PAUSE」を押すと測定を再開します。（測定
モードが「連続」の時）

測定を強制的に中止します。

Excelシート上のカーソルを左右／上下に移動しデータ取込
開始位置を決定します。
「START」ボタンをクリックするとカーソル位置からデータを
取込みます。
また、「センター周波数セル位置」や「ケーブル損失セル位置」
の設定時にも使用します。

センター周波数を入力したExcelシートの左端のセル位置を
設定します。
カーソルをセンター周波数の左端に移動した後、「取得」ボタ
ンをクリックします。
ここの設定を行わないと測定を開始できません。

ケーブル損失を入力したExcelシートの左端のセル位置を設
定します。
カーソルをケーブル損失の左端に移動した後、「取得」ボタン
をクリックします。
ここの欄が空欄の場合、ケーブル損失補正は行いません。

通常はここに設定して測定を行います。

ケーブル損失の測定を行うときに設定します。
詳細は次ページの「ケーブル損失の測定方法」を参照ください。

測定器本体で設定したGP－IBアドレスと同じ値を設定します。

●Excelシートに入力されたチャンネル周波数にもとずき、全チャンネルのレベル測定を自動的に
行います。各チャンネルのレベル測定は、「CENTER」「PEAK」「NEXT-PEAK」から選択しま
す。スイープモードは、「MAX HOLD」「AVERAGE」「NORMAL」から選択します。

●各チャンネル周波数毎のケーブル損失を自動測定できます。測定されたケーブル損失で、測定
値を自動的に補正します。

●事前に判定値を入力すると、判定を外れた値は赤色で Excel シートに入力され、即座
GO/NOGOの判定ができます。

●スペクトラムアナライザの設定は、パソコンが全て行います。

●測定結果は、即座にグラフ表示されます。（測定モードがシングルの時）

機 能

概 要

操作説明

Excelシートに取込んだデータは、キーボードから入力したデータと同じように、Excelの機能を利用して、
作図・編集・計算等を自由に行うことができます。本アドインは取込んだ波形データを自動的に作図しますが、
作図形式が気に入らなければExcelのグラフウィザードを使用して自由に作図を変更してください。

「START」ボタンをクリックすると、
測定器の設定を行った後、Excelシー
トに入力されたセンター周波数にも
とずき、各周波数帯のレベル測定を
行い、その結果をExcelに入力します。
必要なら、「ケーブル損失」の補正
を行います。

本プログラムはExcel上のアドインとして動作します。Excel
上から本アドインを起動すると、Excelシート上に、このウイ
ンドウが現われます。

総合6版_本文_02-1  04.12.14 5:51 PM  ページ 73



センター周波数とケーブル損失の入力の方法

ケーブル損失の自動測定の方法

測定開始時、この位置、またはこの位置より下にカーソルを置きます。
開始位置は、必ず「Ｃ列」より右から開始します。
また、センター周波数入力列と同じ列で、かつ、センター周波数より下の行から開始します。
「ケーブル損失」の設定が有効な場合、測定結果欄には、「＝測定値＋ケーブル損失」の計算式が入力されます
から、測定後、ケーブル損失値の入力値を変更すると、測定値も自動的再計算されます。

この行に各センター周波数毎の「ケーブル損失」を入力します。
入力は、自動測定により入力するか、キー入力によります。
測定値に、ここで入力された値がプラスされます。
先頭位置以外は、部分的に空欄があってもかまいません。
入力する単位は、測定器で設定されている単位です。
ただし、「V」の時は「ｍＶ」、「W」の時は「ｍＷ」とします。

測定するセンター周波数（チャンネル周波数）をこの行に入力します。
入力する値の単位は、「MHz」固定です。
測定は、順次右方向に進行し、空欄になると測定を終了します。
センター周波数は、「Ｃ列」より右に入力してください。

「センター周波数セル位置」は、ここを指定します。

「ケーブル損失セル位置」は、ここを指定します。

注）ケーブル損失やセンター周波数を入力する位置は、上記の条件を満足すれば、シート上のどの位置でも構いません。

1．ケーブル損失を測定するセンター周波数（チャンネル周波数）の左端セル位置を設定します。

2．ケーブル損失測定値を入力する左端セル位置を設定します。

3．TG出力と、スペアナ入力を短絡ケーブルで直結します。
「ケーブル損失（TG直結）」を選択し、「START」をクリックします。
全チャンネルのTG出力レベルが自動的に測定されます。

4．TG出力と、スペアナ入力を実際に損失量を測定しようとするケーブルで接続します。
「ケーブル損失（実測）」を選択し、「START」をクリックします。
3項で測定した値と、ここで測定した値の差が、ケーブル損失値としてセルに入力されます。

注1）ケーブル損失の測定では、測定項目の「CENTER」「PEAK」「NEXT-PEAK」の選択に関わらず、常に、「CENTER」
でのレベル測定が行われます。
また、測定モードは、常に「シングル」で測定されます。グラフは、作成されません。
判定値の入力は無視されます。

注2）「ケーブル損失（TG直結）」や「ケーブル損失（実測）」の測定では、測定を終了すると、常に「通常測定」に設定
が戻されます。
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